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Channel（チャンネル）メニュー 
Channel（チャンネル）メニューでは、前面パネルからチャンネルのセットアップや制御、スキャン
が行えます。 

 

チャンネルの Settings（設定）メニューには、それぞれのチャンネルに測定機能
をセットアップするためのオプションが含まれます。 

 

Control（制御）メニューでは、チャンネルをオープン／クローズできます。 

 

Scan（スキャン）メニューには、スキャンのセットアップや実行のオプションが
あります。オプションには、一連のチャンネルに同一の機能を適用できる、グルー
プを制御する機能が含まれます。 

 

Measure（測定）メニュー 
Measure（測定）メニューを使用して、前面パネルから測定機能を選択、設定、実行できます。メニ
ューの内容は選択されている端子により異なります。 

前面端子が選択されている場合： 

 

QuickSet（クイックセット）メニューを使用して、機能の変更や性能の調整を行
います。 

 

Settings（設定）メニューには、現在選択されている測定機能に関する設定が含ま
れます。選択されている測定項目は、メニュー右上隅の機能インジケータによって
識別できます。使用可能な設定は前面パネルの FUNCTION キーの選択によって異
なります。 

 

Calculations（計算）メニューには、測定情報の処理方法と結果の返し方を指定す
る設定が含まれます。 

 

Reading Buffers（読み取りバッファ）を使用して、既存の読み取りバッファの一覧
を表示したり、アクティブ・バッファを選択することができます。また、この画面
からバッファの作成、保存、削除、サイズの変更、およびクリアを実行できます。 

後部端子が選択されている場合： 

 

Reading Buffers（読み取りバッファ）を使用して、既存の読み取りバッファの一覧
を表示したり、アクティブ・バッファを選択することができます。また、この画面
からバッファの作成、保存、削除、サイズの変更、およびクリアを実行できます。 
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Views（表示）メニュー 
Views（表示）メニューを使用して、測定操作によって収集されたデータを選択、構成、表示できます。 

 

Graph（グラフ）メニュー は、選択された読み取りバッファの測定データをトレ
ースとしてグラフ表示する画面を開きます。画面には、グラフ表示をカスタマイズ
するのに使用するタブもあります。 

また、この画面では、トリガ・モードを選択してトリガ・モデルまたはスキャンを
開始することもできます。 

  

Histogram（ヒストグラム）メニューを使用して、選択された読み取りバッファの
測定データの分布をグラフ表示できます。画面には、ヒストグラムをカスタマイズ
するのに使用するタブもあります。 

 
このメニューでは、選択された読み取りバッファのデータも表示できます。 

 

トリガメニュー 
Trigger（トリガ）メニューを使用して、前面パネルからトリガ・モードを設定できます。 

 

Templates（テンプレート）メニューを使用して、プログラム済みトリガ・モデル
のいずれかを選択できます。テンプレートを選択すると、そのテンプレートに指定
可能な設定が画面下部に表示されます。 

 

Configure（設定）メニューを使用して、トリガ・モデルの構造やパラメータを表
示、修正できます。また、トリガ・モデルの動作をモニタできます。 
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Scripts（スクリプト）メニュー 
Scripts（スクリプト）メニューを使用して、前面パネルからスクリプトを構成、実行、および管理で
きます。スクリプトは、複数コマンドで構成されたブロックであり、グループとして実行できます。 

 

Run（実行）メニューには、選択してすぐに実行できるスクリプトのリストがあり
ます。また、スクリプトをコピーして、機器の電源をオンにするたびに実行される
スクリプトにすることもできます。スクリプトは機器本体または USB フラッシ
ュ・ドライブに保存しておけます。 

 

Manage（管理）メニューを使用して、機器と USB フラッシュ・ドライブ間でス
クリプトをコピーできます。機器本体または USB フラッシュ・ドライブのスクリ
プトを削除することもできます。 

 

Save Setup（設定保存）メニューを使用して、機器の現在の設定／コンフィグレ
ーション・リストをコンフィグレーション・スクリプトに保存できます。このスク
リプトを使用して、設定を呼び出せます。 

 

Record（レコード）メニューを使用して、操作手順を記録して、マクロ・スクリ
プトに保存できます。スクリプトは Script（スクリプト）メニューやリモート・コ
マンドなど、他のスクリプトと同じように実行、管理できます。保存されるのは設
定だけです。キーの操作や前面パネルのみのオプションは保存されません。 

 

APPS MANAGER（アプリ・マネージャ）を使用して、ビルド済みの TSP®アプリ
ケーションを管理できます。TSP アプリケーションは、ケースレーが開発したプ
ログラムで、テストを自動化したり、ユーザ・インタフェースに情報を視覚的に表
示するなど、DAQ6510 型で特殊な機能を実行できます。TSP アプリケーション
は、機器で TSP または SCPI コマンド・セットを使用するときに利用できます。
DAQ6510型には、数多くのアプリケーションがプリインストールされています。 
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System（システム）メニュー 
メイン・メニューの System（システム）メニューを使用して、DAQ6510 型の前面パネルから機器
の一般的な設定を構成できます。たとえば、イベント・ログ、通信、バックライト、時刻、パスワー
ド、校正、システム情報などの設定があります。 

 

Event Log（イベント・ログ）メニューを使用して、イベント・ログ・エントリを
表示およびクリアできます。表示または記録の対象とするイベントを調整すること
もできます。 

 

Communication（通信）メニューは、通信設定に関する情報を含む各種のタブを
表示します。ほとんどのタブには、変更が可能な設定が含まれます。 

 

Settings（設定）メニューには、機器の一般的な設定があります。たとえば、キ
ー・クリック音、バックライトの明るさおよびタイマ、時刻と日付、システムのア
クセス・レベル、パスワード、および読み値のフォーマットなどです。 

 

Calibration（校正）メニューは、前回の調整日、前回の校正日、機器が調整され
た回数など、工場校正に関する情報を表示します。 

 

Info/Manage（情報／管理）メニューを使用して、バージョンやシリアル番号の情
報、機器ファームウェアの設定にアクセスしたり、機能をリセットできます。 
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リモート通信インタフェース 
いくつかの通信インタフェースのいずれかを選択し、DAQ6510 型からコマンドを送信し、応答を受
信できます。 

通信インタフェースのタイプ（LAN、USB、GPIB、RS-232、または TSP-Link®）は、機器の後部パ
ネルにあるそれぞれのポートに接続すると自動的に検出されます。GPIB、RS-232、および TSP-
Link を使用するには、アクセサリ・カード（オプション）が必要です。ほとんどの場合、ユーザが
設定を行う必要はありません。さらに、接続されているインタフェースの種類を変更した場合も、再
起動する必要はありません。 

DAQ6510 型は、一度に 1 つの通信インタフェースからしか制御できません。USB 通信は LAN 通信
よりも優先されます。他のインタフェースの場合は、機器が最初にメッセージを受信したインタフェ
ースによって機器が制御されます。別のインタフェースがメッセージを送信すると、そのインタフェ
ースによって機器が制御されます。選択したインタフェースによっては、インタフェースを変更する
際にパスワードを入力しなければならない場合があります。 

セクション 3 

リモート・インタフェースの使用 
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サポートされるリモート・インタフェース 
DAQ6510型では、以下のリモート・インタフェースがサポートされています。 

• GPIB：IEEE-488機器の汎用インタフェース・バス 
• Ethernet:LAN通信 
• RS-232：シリアル通信規格 
• USB：Type B USBポート 
• TSP-Link：高速トリガ同期／通信用バス。テスト・システムで使用すると、複数の機器をマス
タ／スレーブ構成に接続することが可能 

GPIB、RS-232、および TSP-Link インタフェースを使用する場合は、通信アクセサリ・カード（オ
プション）を使用する必要があります。KTTI-GPIB、KTTI-TSP、KTTI-RS232 などのアクセサリ・
カードがあります。 

TSP-Link の詳細については、『Model DAQ6510 Reference Manual』の「TSP-Link System 
Expansion Interface」を参照してください。 

以下の図は、後部パネルのリモート通信インタフェース用コネクタを示しています。 

図16：DAQ6510型のリモート・インタフェース接続 
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LAN通信 
LANを使用して機器と通信することができます。 

LAN を使用して接続すると、Web ブラウザを使用して内部 Web ページにアクセスし、機器の設定
の一部を変更することができます。詳細については、「Web インタフェースの使用」（3-20ペー
ジ）を参照してください。 

DAQ6510 型はバージョン 1.5 の LXI デバイス規格（2016）に準拠しており、TCP/IP に対応し、
IEEE Std 802.3（Ethernet LAN）に準拠しています。本機の後部パネルにある LAN ポートは、
10Mbps または 100Mbps ネットワークとの接続機能をすべて備えています。DAQ6510 型は、接続
速度を自動的に検出します。 

DAQ6510 型は、マルチキャスト DNS（mDNS）および DNS サービス・ディスカバリ（DNS-SD）
もサポートしているため、集中管理型以外の LANで優れた利便性を発揮します。 

LAN 接続をセットアップする前に、固有のネットワーク要件について、ネットワーク管理者に確認
を行うようにしてください。 

LAN のセットアップで問題が発生した場合は、「LAN トラブルシューティング」（3-20ページ）を
参照してください。 

機器での LAN通信のセットアップ 
このセクションでは、機器で LAN通信を手動または自動でセットアップする方法について説明します。 

通信設定の確認 
LAN 設定をセットアップする前に、実際に変更を行わずに、機器の通信設定を確認することができ
ます。 

機器での通信設定を確認するには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Communication（通信）を選択します。SYSTEM COMMUNICATIONS
（システム通信）ウィンドウが表示されます。 

3. LANを選択して、確認したいインタフェースの設定を表示します。 

4. EXIT キーを押して、何も変更を行わずに、SYSTEM COMMUNICATION（システム通信）ウィ
ンドウから離れます。 
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LAN設定の自動セットアップ 
DHCP サーバがある LAN に接続している場合、あるいは機器とホスト・コンピュータが直接接続さ
れている場合には、IPアドレスの自動選択を使用できます。 

Auto（自動）を選択した場合、機器は DHCPサーバーから IPアドレスを取得しようと試みます。取
得に失敗した場合、アドレスは 169.254.1.0～169.254.254.255の IPアドレスになります。 

ホスト・コンピュータと機器の両方を自動 LAN 構成に設定しておく必要があります。いずれか一方
を手動構成に設定することもできますが、セットアップが複雑になります。 

前面パネルを使用して IPアドレスの自動選択をセットアップするには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Communication（通信）を選択します。 

3. LANタブを選択します。 

4. TCP/IP Mode（TCP/IPモード）は、Auto（自動）を選択します。 

5. Apply Settings（設定の適用）を選択して、設定を保存します。 

LAN設定の手動セットアップ 
必要に応じて、IPアドレスを手動で設定することができます。 

DNS設定を有効または無効にし、ホスト名を DNSサーバーに割り当てることもできます。 

企業ネットワークに機器を配置する場合、機器に対して有効な IP アドレスを確保できるように、情
報技術（IT）部門に問い合わせてください。 

機器の IP アドレスには先頭にゼロが含まれていますが、コンピュータの IP アドレスには含めるこ
とはできません。 



DAQ6510型データ・アクイジション／マルチメータ・システム セクション3：リモート・インタフェースの使用  
ユーザ・マニュアル  
 

DAQ6510-900-02 Rev. B / August 2019 3-5 

 

機器で IPアドレスの手動選択をセットアップするには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Communication（通信）を選択します。 

3. LANタブを選択します。 

4. TCP/IP Mode（TCP/IPモード）は、Manual（手動）を選択します。 

5. IP Address（IPアドレス）を入力します。 

6. Gateway（ゲートウェイ）アドレスを入力します。 

7. Subnet（サブネット）マスクを入力します。 

8. Apply Settings（設定の適用）を選択して、設定を保存します。 
 

コンピュータでの LAN通信のセットアップ 
このセクションでは、コンピュータで LAN通信をセットアップする方法について説明します。 

IPアドレスを変更する場合は必ずシステム管理者に相談してください。不正な IPアドレスを入力し
た場合、会社のネットワークにコンピュータを接続できない場合や、ネットワークの他のコンピュ
ータに干渉する恐れがあります。 

ネットワーク ・インタフェース カードの既存のネットワーク設定情報を変更する前に、すべての
ネットワーク設定を記録するようにしてください。ネットワーク設定が更新されると、以前の情報
は失われます。これにより、ホスト・コンピュータを企業ネットワークに再接続する際（特に、
DHCPが無効な場合）に問題が発生する可能性があります。 
 
ホスト・コンピュータを企業ネットワークに再接続する前にすべての設定を必ず元に戻してくださ
い。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。 

DAQ6510型での LAN接続の検証 
機器に IP アドレスが割り当てられたことを検証し、DAQ6510 型がネットワークに接続されたこと
を確認します。 

LAN接続を検証するには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Communication（通信）を選択します。 

3. LANタブを選択します。 

LAN タブの左下にある LAN ステータス・インジケータが緑色に点灯していれば、機器に IP アドレ
スが割り当てられています。 
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LXI Discovery Toolの使用 
DAQ6510 型の IP アドレスを検出するには、LXI Discovery Tool を使用します。このツールは、LXI 
ConsortiumのWebサイト（lxistandard.org）の Resourcesタブにあります。 

 

USB通信 
後部パネルの USB ポートを使用する場合は、ホスト・コンピュータに VISA（Virtual Instrument 
Software Architecture）レイヤがなければなりません。詳細については、『Model DAQ6510 
Reference Manual』の「How to install the Keithley I/O Layer」を参照してください。 

VISAには USBTMC（USB Test and Measurement Class）プロトコルに対応する USBクラス・ドラ
イバが含まれており、このドライバをインストールすることで、Microsoft® Windows®オペレーティ
ング・システムが機器を認識できるようになります。 

USBTMCまたは USBTMC-USB488プロトコルを実装した USBデバイスをコンピュータに接続する
と、VISA ドライバによってそのデバイスが自動的に検出されます。自動的に認識されるのは、
USBTMC および USBTMC-USB488 デバイスのみであることに注意してください。プリンタ、スキ
ャナ、およびストレージ・デバイスなどの他の USBデバイスは認識されません。 

このセクションでは、"USB 機器"という表現は、USBTMC または USBTMC-USB488 プロトコルを
実装したデバイスを指します。 

USBを使用してコンピュータを DAQ6510型に接続する 
コンピュータと本機を接続するには、両端のコネクタが USB Type Bと USB Type Aの USBケーブ
ルが必要です。USB インタフェースを使用して同時にコンピュータに接続する予定の本機のそれぞ
れついて、個別に USBケーブルを用意する必要があります。 

USBを使用して機器をコンピュータに接続するには、以下の手順に従います。 

1. ケーブルの Type A側をコンピュータに接続します。 

2. ケーブルの Type B側を機器に接続します。 

3. 機器の電源を入れます。コンピュータが新しい USB を検出すると、Found New Hardware（新
しいハードウェアを検出）ウィザードが起動されます。 

4. "Can Windows connect to Windows Update to search for software?"（ソフトウェア検索のため、
Windows Update に接続しますか?）ダイアログ・ボックスが表示されたら、No（いいえ）を選
択し、さらに Next（次へ）を選択します。 

5. "USB Test and Measurement device"ダイアログ・ボックスで、Next（次へ）を選択し、Finish
（完了）を選択します。 
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GPIB通信 
DAQ6510型の GPIBインタフェースは、IEEE規格 488.1 準拠であり、IEEE規格 488.2共通コマン
ドおよびステータス・モデル・トポロジをサポートします。 

GIPB インタフェースには、最大 15 個のデバイス（コントローラを含む）接続できます。最大ケー
ブル長は、以下のいずれか短い方になります。 

• 2m（6.5フィート）にデバイス数を掛けた数 
• 20m（65.6フィート） 

これらの制限を無視すると、バスの動作が不安定になる場合があります。 

GPIB 接続機能を使用するには、本機に KTTI-GPIB 型通信アクセサリ・カードをインストールする
必要があります。 

 

KTTI-GPIBアクセサリ・カードのインストール 

図22：KTTI-GPIBコネクタ 

 

 

開梱と内容の確認 

KTTI-GPIB カードは慎重に取り扱ってください。カードは常に外側のエッジ部分を持つようにし
てください。基板の表面、部品、導体に隣接する領域には触れないでください。汚れ、埃、皮脂
などの異物による汚染があると、カードの性能が大幅に低下する恐れがあります。 

開梱とカードのチェックを行うには、以下の手順に従います。 

1. 箱に損傷がないかチェックします。 

2. 箱を開けます。 

3. カードを取り出し、明らかな物理的損傷がないかをチェックします。 

4. 損傷がある場合は、すぐに配送業者に連絡します。 
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インストール 

高電圧回路に誤って接触しないように、未使用のスロットにはスロット・カバーを装着する必要
があります。定格を無視したり、規格により義務づけられた安全対策を怠ると、安全感電による
大けがや死につながる恐れがあります。 

通信カードを取り付けるには、以下の手順に従います。 

1. 機器の電源をオフにし、後部パネルに接続された電源コードやその他のケーブルをすべて取り外
します。 

2. 後部パネルがよく見えるように機器の向きを調整します。 

3. 機器背面のスロットからスロット・カバー・プレートを取り外します。プレートやネジは大切に
保管してください。 

4. カードのコネクタをスロット内部のエッジに合わせて、カードをシャーシの中に差し込みます。
残り 6mmまで差し込んだら、カードをコネクタにしっかり押し込んで組み合わせます。 

5. カードの両側には、バネ式のネジがあります。カードがケースにしっかり固定されるように、指
またはドライバを使ってこれら 2つのネジを閉めます。締めすぎないように注意してください。 

6. 後部パネルの電源コードやその他のケーブルを再び接続します。 

7. 機器の電源をオンにします。 

機器への GPIBケーブルの接続 
DAQ6510 型を GPIB インタフェースに接続するには、標準の GPIB コネクタの付いたケーブル（下
図を参照）を使用します。 

図23：GPIBコネクタ 
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1 台の機器で複数の並行接続を可能にするには、コネクタをスタックします。各コネクタには、コネ
クタを固定するためのネジが 2 つあります。以下の図は、複数の機器を使用したテスト・システム
での一般的な接続ダイアグラムを示しています。 

機械的な破損を防止するため、1 台の機器にスタックするコネクタは 3 つ以下にしてください。
電磁放射によって引き起こされる干渉を最小限にするため、シールド付き GPIB ケーブルのみを
使用してください。シールド・ケーブルについては、ケースレーまでお問い合わせください。 

図24：DAQ6510型での GPIB接続の例 

 

 

その他の情報 
その他の情報については、『  KTTI-GPIB Communication and Digital I/O Accessory Instruction 
Sheet』（当社部品番号：0771437XX。XXは文書の改訂番号を表す）を参照してください。 
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GPIBアドレスの設定 
デフォルトの GPIB アドレスは 16 です。システム内で一意であれば、アドレスを 1～30の任意のア
ドレスに設定できます。別の機器に割り当てられたアドレスや、GPIB コントローラに割り当てられ
たアドレスと競合してはなりません。 

GPIB コントローラは通常 0 または 21 に設定されています。安全のため、機器のアドレスは 21 に
設定しないようにしてください。 

機器は、アドレスを不揮発性メモリに保存します。そのため、リセット・コマンドを送信したり、電
源をオフにした後に再度オンにしても、アドレスは変化しません。 

前面パネルから GPIBアドレスを設定するには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. Communication（通信）を選択します。 

3. GPIBタブを選択します。 

4. GPIB Address（アドレス）を設定します。 

5. OKを選択します。 

GPIB アドレスはリモート・コマンドを使用して設定することもできます。SCPI コマンドを使用し
て GPIB アドレスを設定するには、SYSTem:GPIB:ADDRess を送信します。TSP コマンドの場合
は、gpib.addressを送信します。 

RS-232 
本機に KTTI-RS232 通信アクセサリ・カードがインストールされている場合には、RS-232C を使用
して機器を接続できます。 

カードは、外部デジタル回路の制御に使用できる、個別に構成可能な 6 つのデジタル入出力ライン
を提供しますので、たとえば、ビニング操作のハンドラとして使用できます。デジタル I/O ポート
は、標準の DB-9（Fe）コネクタです。これらのラインはトリガにも使用できます。本機では出力ト
リガパルスを生成できるほか、入力トリガパルスも検出できます。 
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KTTI-RS232アクセサリ・カードのインストール 

図25；KTTI-RS232パネル 

 

 

開梱と内容の確認 

KTTI-RS232 カードは慎重に取り扱ってください。カードは常に外側のエッジ部分を持つように
してください。基板の表面、部品、導体に隣接する領域には触れないでください。汚れ、埃、皮
脂などの異物による汚染があると、カードの性能が大幅に低下する恐れがあります。 

開梱とカードのチェックを行うには、以下の手順に従います。 

1. 箱に損傷がないかチェックします。 

2. 箱を開けます。 

3. カードを取り出し、明らかな物理的損傷がないかをチェックします。 

4. 損傷がある場合は、すぐに配送業者に連絡します。 
 

インストール 

高電圧回路に誤って接触しないように、未使用のスロットにはスロット・カバーを装着する必要
があります。定格を無視したり、規格により義務づけられた安全対策を怠ると、安全感電による
大けがや死につながる恐れがあります。 

通信カードを取り付けるには、以下の手順に従います。 

1. 機器の電源をオフにし、後部パネルに接続された電源コードやその他のケーブルをすべて取り外
します。 

2. 後部パネルがよく見えるように機器の向きを調整します。 

3. 機器背面のスロットからスロット・カバー・プレートを取り外します。プレートやネジは大切に
保管してください。 

4. カードのコネクタをスロット内部のエッジに合わせて、カードをシャーシの中に差し込みます。
残り 6mmまで差し込んだら、カードをコネクタにしっかり押し込んで組み合わせます。 
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5. カードの両側には、バネ式のネジがあります。カードがケースにしっかり固定されるように、指
またはドライバを使ってこれら 2つのネジを閉めます。締めすぎないように注意してください。 

6. 後部パネルの電源コードやその他のケーブルを再び接続します。 

7. 機器の電源をオンにします。 
 

接続 
RS-232シリアル・ポートは、DB-9コネクタ付きのストレート・タイプの RS232ケーブルを使用して、
コントローラのシリアル・ポートに接続します。ヌル・モデム・ケーブルは使用しないでください。 

シリアル・ポートでは、RS232 規格の送信（TXD）／受信（RXD）／CTS/RTS（フロー制御が有効
の場合）信号グランド（GND）線が使用されます。以下の図は、後部パネルの RS232 インタフェー
スを示しています。以下の表は、コネクタのピン配列を示しています。 

図26：KTTI-RS232パネル 

 

図27：RS-232パネル・コネクタ 

 

ピン番号 概要 

1 未接続 
2 送信データ（TxD） 
3 受信データ（RxD） 
4 未接続 
5 GND、信号グランド 
6 未接続 
7 送信要求（RTS） 
8 送信可能（CTS） 
9 未接続 

 

その他の情報 
その他の情報については、『KTTI-RS232 Communication and Digital I/O Accessory Instruction 
Sheet』（当社部品番号：0771436XX。XXは文書の改訂番号を表す）を参照してください。 
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TSP-Link 
本機に KTTI-TSP 通信アクセサリ・カードがインストールされている場合には、TSP-Link®を使用し
て機器を接続できます。 

ケースレーの TSP-Link を使用すると、高速トリガ同期／通信用バス。テスト・システムで使用する
と、複数の機器をマスタ／スレーブ構成に接続できます。接続が確立すると、マスタ機器による制御
のもと、システムに TSP-Link を装備したすべての機器をプログラムおよび操作できます。これによ
り、煩わしいコンピューターの操作から解放されるため、機器でテストをより迅速に行えます。テス
トシステムは、複数のマスタ・グループと下位のグループで構成されます。これらのグループを使用
して、マルチデバイスのテストを並列処理できます。TSP-Link と柔軟なプログラム可能なトリガ・
モデルを組み合わせることで、効率的なテストが可能になります。 

TSP-Link を使用すると、複数の機器を接続して、同じ物理装置の一部であるかのように使用できる
ため、マルチチャンネルの同時テストに最適です。テスト・システムは拡張可能で、最大 32 個の
TSP-Link対応機器をリンクできます。 

カードは、外部デジタル回路の制御に使用できる、個別に構成可能な 6 つのデジタル入出力ライン
を提供しますので、たとえば、ビニング操作のハンドラとして使用できます。デジタル I/O ポート
は、標準の DB-9（Fe）コネクタです。これらのラインはトリガにも使用できます。本機では出力ト
リガパルスを生成できるほか、入力トリガパルスも検出できます。 

KTTI-TSPアクセサリ・カードのインストール 

図28：KTTI-TSPパネル 

 

 

開梱と内容の確認 

KTTI-TSP カードは慎重に取り扱ってください。カードは常に外側のエッジ部分を持つようにし
てください。基板の表面、部品、導体に隣接する領域には触れないでください。汚れ、埃、皮脂
などの異物による汚染があると、カードの性能が大幅に低下する恐れがあります。 
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開梱とカードのチェックを行うには、以下の手順に従います。 

1. 箱に損傷がないかチェックします。 

2. 箱を開けます。 

3. カードを取り出し、明らかな物理的損傷がないかをチェックします。 

4. 損傷がある場合は、すぐに配送業者に連絡します。 
 

インストール 

高電圧回路に誤って接触しないように、未使用のスロットにはスロット・カバーを装着する必要
があります。定格を無視したり、規格により義務づけられた安全対策を怠ると、安全感電による
大けがや死につながる恐れがあります。 

通信カードを取り付けるには、以下の手順に従います。 

1. 機器の電源をオフにし、後部パネルに接続された電源コードやその他のケーブルをすべて取り外
します。 

2. 後部パネルがよく見えるように機器の向きを調整します。 

3. 機器背面のスロットからスロット・カバー・プレートを取り外します。プレートやネジは大切に
保管してください。 

4. カードのコネクタをスロット内部のエッジに合わせて、カードをシャーシの中に差し込みます。
残り 6mmまで差し込んだら、カードをコネクタにしっかり押し込んで組み合わせます。 

5. カードの両側には、バネ式のネジがあります。カードがケースにしっかり固定されるように、指
またはドライバを使ってこれら 2つのネジを閉めます。締めすぎないように注意してください。 

6. 後部パネルの電源コードやその他のケーブルを再び接続します。 

7. 機器の電源をオンにします。 

接続 
TSP-Link拡張インタフェースは、CAT5および RJ-45コネクタを使用して、最大 32台のデバイスに
接続されます。 

その他の情報 
その他の情報については、『KTTI-TSP Communication and Digital I/O Accessory Instruction Sheet』
（当社部品番号：0771438XX。XXは文書の改訂番号を表す）を参照してください。 
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Webインタフェースの使用 
DAQ6510 型の Web インタフェースでは、Web ページを介してご使用の機器の設定を行ったり、制
御することができます。Webページには、以下の情報および機能があります。 
• 機器のステータス 
• 機器モデル、シリアル番号、ファームウェア・リビジョン、および最新の LXIメッセージ 
• 機器を探すのに役立つ IDボタン 
• 機器を制御するのに使用できる仮想前面パネルとコマンド・インタフェース 
• 特定の読み取りバッファからデータをダウンロードして CSVファイルに書き込む機能 
• 管理オプションと LXI情報 

機器の Web ページは、ファームウェアに存在します。Webインタフェースから変更を行うと、即座
に機器に反映されます。 

機器のWebインタフェースへの接続 
LANと機器が接続を確立したら、機器のWebページを開くことができます。 

Webインタフェースにアクセスするには、以下の手順に従います。 

1. ホスト・コンピュータ上でWebブラウザを開きます。 

2. Web ブラウザのアドレス・ボックスに機器の IP アドレスを入力します。たとえば、機器の IP アドレ
スが 192.168.1.101であれば、ブラウザのアドレス・ボックスに192.168.1.101と入力します。 

3. コンピュータのキーボードの Enterキーを押して、機器のWebページを開きます。 

4. プロンプトが表示されたら、ユーザ名とパスワードを入力します。デフォルトでは、どちらも
adminです。 

LANトラブルシューティング 
Webインタフェースに接続できない場合は、以下の項目をチェックします。 

• ネットワークケーブルが TSP-Link®ポートの 1 つではなく、機器の後部パネルの LAN ポートに
接続されている。 

• ネットワーク・ケーブルがコンピュータの正しい接続ポートに接続されている。（ノート PC を
ドッキング・ステーションで使用していると、ノート PC の LAN ポートが無効になっている場
合があります）。 

• セットアップ手順で正しいイーサネット カードの設定情報が使用されている。 
• コンピュータのネットワーク・カードが有効になっている。 
• 機器の IPアドレスが、コンピュータの IPアドレスと互換性がある。 
• 機器のサブネット・マスク・アドレスがコンピュータのサブネット・マスク・アドレス一致して
いる。 

• 機器とコンピュータの USB ケーブルが確実に接続されている（USB 通信は LAN より優先され
ます）。 

また、コンピュータおよび機器を再起動してみます。 
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機器を再起動するには、以下の手順に従います。 

1. 機器の電源をいったんオフにしてから、オンにします。 

2. ネットワークの構成が完了するまで、少なくとも 60秒待機します。 

LAN通信をセットアップするには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Communication（通信）を選択します。 

3. LANタブを選択します。 

4. 設定を確認します。 

上記の手順を実行しても問題が修正されない場合は、システム管理者に連絡してください。 

Webインタフェースの Homeページ 

図29：DAQ6510型のWebインタフェースの Homeページ 

 

機器の Homeページでは、機器に関する情報が示されます。以下の情報が表示されます。 
• 機器の型名番号、メーカ、シリアル番号、およびファームウェアのリビジョン番号 
• TCP Raw Socket番号および Telnetのポート番号 
• 最新の LXIメッセージ LXI Homeページを開くための履歴リンク 
• IDボタン（機器を特定するのに使用可能）。「機器の特定」（3-22ページ）を参照してください。 
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機器の特定 
多数の機器が存在していても、ID ボタンをクリックすれば、どの機器と通信しているかを判別でき
ます。 

機器を特定する前に、機器とのリモート接続が正しく確立されていることを確認します。 

機器を特定するには、以下の手順に従います。 

1. バンクのそれぞれの機器で、MENU（メニュー）を選択し、Communication（通信）を選択し
ます。 

2. LANタブを選択します。 

3. Webインタフェースの Homeまたは LXIの Homeページで、ID ボタンを選択します。ボタンが
緑色 に変わり、機器の LANステータス・インジケータが点滅します。 

4. もう一度 IDボタンを選択して、ID機能をオフにします。 
 

使用するコマンド・セットの決定 
DAQ6510 型で使用するコマンド・セットを変更することができます。以下のリモート・コマンド・
セットが使用可能です。 

• SCPI：SCPI規格で作成された機器固有の言語 
• TSP：スタンドアロン機器から実行することができる機器固有の制御コマンドを含むスクリプ
ト・プログラミング言語です。TSPを使用して個々のコマンドを送信したり、コマンドをスクリ
プトに組み合わせることができます。 

• SCPI2700：ケースレーの 2700 型用に開発されたコードを実行することができる機器固有の言
語です。 

• SCPI2701：ケースレーの 2701 型用に開発されたコードを実行することができる機器固有の言
語です。 

コマンド・セットを変更した場合は、機器を再起動します。 

コマンド・セットを組み合わせて使用することはできません。 

ケースレーの DAQ6510型は、SCPIコマンド・セットにも対応しています。 
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SCPI2700 または SCPI2701 コマンド・セットを選択した場合は、現在デフォルトの SCPI コマン
ド・セットで利用可能な一部の拡張レンジやその他の機能にアクセスできなくなります。さらに、
DAQ6510 型でのシリーズ 2700 コードの動作は、それ以前の機器での動作と異なります。相違点に
ついての詳細は、『DAQ6510 in a Model 2700 or 2701 Application』（ケースレー文書番号
0771465XX）を参照してください。 

 

前面パネルからコマンド・セットを設定するには… 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Settings（設定）を選択します。 

3. 適切な Command Set（コマンド・セット）を選択します。 

コマンドセットの変更を確定して、再起動するように求められます。 
 

リモート・インタフェースから選択されたコマンド・セットを確認する場合： 

次のコマンドを送信します。 

*LANG? 

リモート・インタフェースから SCPIコマンド・セットを変更する場合： 

次のコマンドを送信します。 

*LANG SCPI 

機器を再起動します。 

リモート・インタフェースから TSPコマンド・セットを変更する場合： 

次のコマンドを送信します。 

*LANG TSP 

機器を再起動します。 
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はじめに 
このアプリケーション例では、機器の前面パネルを使用して、2線抵抗測定を実行します。 

他の機器設定を行う前に、機能を設定します。多くの設定は、特定の測定機能に関係するもので
す。このマニュアルのアプリケーションでは、最良の結果が得られるように、説明どおりの順番で
操作を行ってください。 

この例で必要な機器 
このテストを実行するのに必要な機器： 

• DAQ6510型（1台） 
• 絶縁バナナ・ケーブル（2本） 
• テストする抵抗（ここでは 9.75kΩ定格の抵抗を使用） 

セクション 4 

前面パネルを使用した基本測定 
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デバイスの接続 
DAQ6510 型を 2 線（ローカル・センス）コンフィグレーションで抵抗に接続します。このコンフィ
グレーションでは、デバイスは INPUT HIGHと INPUT LO端子の間に接続されます。 

以下の手順に従って接続します。 

1. DAQ6510型の電源をオフにします。 

2. 下図のように、テスト・リードを前面パネルの INPUT HIと INPUT LO端子に接続します。 

3. テスト・リードを抵抗に接続します。 

図30：DAQ6510型の前面パネルを使用した 2線抵抗測定 

 

 

面パネルを使用した基本測定 
以下の手順では、測定の実施、測定設定へのアクセス、および読み取りバッファの測定データの表示
方法について説明します。 

測定は連続でも手動でもどちらでも実施できます。連続測定を実施するときは、可能な限り早いタイ
ミングで測定が行われます。手動測定の場合は、TRIGGER キーを押したタイミングで測定が行われ
ます。 
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前面パネルから測定を行うには、以下の手順に従います。 

1. 前面パネルの Power（電源）スイッチを押して、電源をオンにします。 

2. 端子スイッチが FRONT（前面）に設定されていることを確認します。 

3. Functions（機能）スワイプ画面で 2W Ω を選択します。Home 画面の上半分に測定の表示が開
始されます。 

4. 測定が表示されない場合は、TRIGGER キーを数秒間押した後に、Continuous（連続）測定を
選択します。 

測定設定を変更するには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. Measureで Settings（設定）を選択します。 

3. Display Digits（桁表示）を選択します。 

4. 3.5 Digits（3.5桁）を選択します。 

5. HOMEキーを押します。測定値が 3.5桁で表示されるようになりました。 

単発測定を実行するには、以下の手順に従います。 

1. 前面パネルの TRIGGERキーを数秒間押します。 

2. Manual Trigger Mode（マニュアル・トリガ・モード）を選択します。 

3. TRIGGERキーを押し、選択された測定機能を使用して、単発測定を開始します。 

図31：基本測定のテスト結果 
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測定データの表示 
読み取りバッファのデータは、前面パネルの Reading Table（測定結果表）に表示されます。
Reading Table（測定結果表）には、以下の情報が表示されます。 

• Index（インデックス）：読み値のインデックス番号。 
• Time（時間）：読み値の日付と時刻。 
• Reading（読み値）：測定されたデータ。 
• Extra（追加情報）：フルに設定されているバッファでのみ表示。DCV 比測定の構成比など、読
み取り値とともに保存される追加の値。 

• チャンネル：測定を行うのに使用されたチャンネル。前面パネルの端子が選択されている場合
は、Front（前面）と表示されます。 

データ・ポイントを選択すると、機能、演算、リミットなど、そのデータ・ポイントに関する詳細な
情報が表示されます。 

データの特定のスポットにジャンプするには、左上のメニューを選択し、Jump to Index（インデッ
クスにジャンプ）を選択します。選択されたデータ・ポイントが測定結果表の上部に表示されます。 

データを保存するには、左上のメニューを選択し、Save to USB（USBに保存）を選択します。 

TERMINALS（端子）が REAR（後部）に設定されているときは、チャンネルおよびウォッチ・チャ
ンネルを使用して、データをフィルタ処理できます。オプションは以下のとおりです。 
• Filter by Watch Channels (Active Buffer)（フィルタの選択（ウォッチ・チャンネル別）（ア
クティブ・チャンネル））：ウォッチ・チャンネル別にデータをフィルタ処理できます。この
オプションを選択した後に、Edit Watch Channels（ウォッチ・チャンネルの編集）を選択し
て、特定のチャンネルを選択します。 

• Edit Watch Channels (Active Buffer)（ウォッチ・チャンネルの編集（アクティブ・バッフ
ァ））:ウォッチの対象とするチャンネルを選択します。 

• Filter by Channels（フィルタの選択（チャンネル別））:測定結果表に表示されるデータを制
限します。Filter by Channels（フィルタの選択（チャンネル別））を選択した後、Edit 
Channels（チャンネルの編集）を選択して、表示するチャンネルを指定します。 

• Edit Channels（チャンネルの編集）：測定結果表に表示するチャンネルを選択できます。 
• No Filtering（フィルタなし）；測定結果表からフィルタを削除し、選択されたバッファのすべ
てのデータを表示します。 
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前面パネルを使用して、読み取りバッファの内容を表示するには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. Views（表示）で Reading Table（測定結果表）を選択します。アクティブな読み取りバッファ
のデータが表示されます。 

図32：Reading Table（測定結果表） 

 

3. 異なる読み取りバッファのデータを表示するには、新しいバッファを選択します。 

4. 特定のデータ ポイントを表示するには、テーブルを上下にスワイプして、詳細を表示するデー
タ・ポイントを選択します。データ ポイントの数が多い場合は、画面の右上隅にある読み取り
のプレビュー・グラフの領域をタッチして、確認したいデータに近い場所を選択した後で、デー
タ ポイントまでスクロールします。メニューを選択し、Jump to Index（インデックスにジャ
ンプ）を選択するｋとおで、特定のポイントに移動できます。 

5. HOMEキーを押して、Home画面に戻ります。 
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はじめに 
このアプリケーション例では、DAQ6510型で内蔵冷接点補償（CJC）機能を使用して、24時間にわ
たって熱電対ベースの温度スキャンによる測定結果を記録する方法について説明します。 

通常この種のテストは、被測定デバイス(DUT）を環境チャンバに配置するなどして、極端な条件の
下で行われます。システムでは、DUT の複数の場所でデータが取り込まれます。取り込まれたデー
タは DAQ6510 型からコンピュータにエクスポートされ、そこで温度プロファイルが生成されます。
この温度プロファイルから、設計者や消費者は、デバイスまたは製品の異なる温度での動作特性を把
握することができます。 

必要な機器 
• DAQ6510型（1台） 
• 7700型 20チャンネル差動マルチプレクサ・モジュール（1台） 
• 機器と通信を行うようにセットアップされたコンピュータ（1台） 
• Type K熱電対（10個） 
• USBフラッシュ・ドライブ（1台） 
• テストされるデバイスまたはコンポーネント（1台） 

 

デバイスの接続 
熱電対を機器に接続するには、以下の手順を実行します。 

1. DAQ6510型の電源をオフにします。 

2. DAQ6510型から 7700型を取り外します。 

3. 7700型から上面カバーを取り外します。 

セクション 5 

熱電対を使用した温度スキャン 
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図33：ねじ込み端子へのアクセス 

 

4. 下図に示すように、10個の Type K熱電対をそれぞれのチャンネルに接続します。 

図34：7700型マルチプレクサ・モジュールと熱電対の接続 

 

 

5. 7700型のチャンネルに接続されたケーブルを引き回して外に出し、上面カバーを閉じます。 

6. DAQ6510型の電源がオフであることを確認します。 

7. DAQ6510型の後部パネルのスロットに 7700型を挿入します。 

図35：7700型マルチプレクサ・モジュールを装着した DAQ6510型 

 

8. 前面パネルの POWER（電源）スイッチを押して、電源をオンにします。 

9. TERMINALS（端子）スイッチを後部に設定します。 

10. USBフラッシュ・ドライブを機器の前面パネルにあるポートに挿入します。 

さらに熱電対を DUT に接続します。通常は、はんだ付け、サーマル・コンパウンド、ポリイミド・
テープ、導電性エポキシなどが使用されます。 
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感電を防ぐためにもテスト接続は、テスト・リードや導体に触れているあらゆる被測定デバイス
（DUT）に、ユーザが触れないように設定してください。機器の電源を入れる前に、DUT を機器
から切断するのが賢明です。テスト・リードとの接触を防ぎ、安全な設置には適切な遮蔽版、障
壁、接地が必要となります。 

保安接地（安全設置）と DAQ6510型の LO 端子との内部接続はありません。そのため、LO 端子
に危険なレベルの電圧（30VRMS 以上）が発生する危険性があります。これは、機器が操作される
どのモードでも発生する可能性があります。危険電圧が LO 端子で発生しないようにするには、
ご使用のアプリケーションで許可されている場合、LO 端子を保安接地に接続します。LO 端子は
前面パネルのシャーシ接地端子または後部パネルのシャーシ接地ネジに接続することができま
す。前面パネルの端子と後部パネルの端子が分離されていることに注意してください。そのた
め、前面パネルの端子を使用している場合には、前面パネルの LO 端子に接地します。後部パネ
ルの端子を使用している場合には、後部パネルの LO 端子に接地します。これらのガイドライン
に従わないと、怪我や死亡事故、あるいは機器の損傷につながる恐れがあります。 

 

熱電対による温度スキャン 
このアプリケーションでは、DAQ6510型を使用して、DUTの 10箇所の異なるポイントで、10分お
きに 24 時間にわたって温度を測定します。このテストでは、スキャン・データはすべて自動的に機
器のポートに接続された USBフラッシュ・ドライブに書き込まれます。 

このアプリケーションでは、以下のことを行います。 

• 内蔵冷接点補償（CJC）機能を使用して、10チャンネルの Type K熱電対測定を構成します。 
• 正確な測定値が得られるように、オープン・リードの検出とオフセット補償を有効にします。 
• 24時間にわたって 1分おきにすべてのチャンネル（1～10）をスキャンするように機器を構成し
ます。 

• スキャンが完了するたびに、USB フラッシュ・ドライブにデータが自動的にエクスポートされ
ます。 

• 電源障害が起きても処理が継続されるように、自動再起動機能を有効にします。 
• 実行中はスキャンの進行状況を示すステータスを確認します。 
• スキャンが完了する前の段階で、スキャンを一時停止し、データをコンピュータに移動して、解
析を開始します。 

• 進行中にスキャン結果のグラフ・データを開始します。 
• 前面パネル・ユーザ・インタフェースから機器をプログラムする方法を学びます。 
• リモート通信インタフェースで SCPI/TSP コード・コマンドを使用して機器をプログラムする方
法を学びます。 
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USB フラッシュ・ドライブにデータが保存されており、スキャンがすべて完了する前にそれを確認
したい場合は、スキャンを一時停止して、ドライブを取り外し、データをコンピュータにコピーし
ます。その後、ドライブを再び DAQ6510型に接続して、スキャンを再開します。 

前面パネルの使用 

前面パネルからアプリケーションをセットアップするには、以下の手順に従います。 

1. 前面パネルの POWER（電源）スイッチを押して、電源をオンにします。 

2. MENU（メニュー）キーを押します。 

3. Channel（チャンネル）で Scan（スキャン）を選択します。 

4. ＋ボタンを選択します。 

5. チャンネル（101～110）を追加します。OKを選択します。 

6. Measure Function（測定機能）画面で Temperature（温度）を選択します。 

7. Settings（設定）タブで熱電対を Kに設定します。 

8. スクロール・ダウンして、Reference Junction（リファレンス・ジャンクション）を Internal
（内蔵）に設定します。 

9. Scan（スキャン）タブを選択します。 

10. Scan（スキャン）タブを 1440に設定して、OKを選択しますこの設定により、1分おきに 24時
間にわたって測定が行われます（24時間 × 60分 = 1440）。 

11. Scan Interval（スキャン間隔）を 60 sに設定し、OKを選択します。 

12. スクロール・ダウンして、エクスポート先に USB フラッシュ・ドライブを選択します。After 
Each Scan（各スキャンの後）を選択します。 

13. Filename（ファイル名）を scan24hrに設定し、OKを選択します。 

14. OKを選択して、残りの File Content（ファイル内容）の設定を受け入れます。 

15. Power Loss Restart（電源障害時の再起動）を On（オン）に設定します。 

16. スキャンを開始するには、Start（開始）を選択します。 

17. View Scan Status（スキャン・ステータスの表示）を選択して、ホーム画面の SCAN すワープ
画面に移動します。 
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SCPIコマンドの使用 
以下の SCPIコマンドのシーケンスは、熱電対ベースの温度スキャンを実行します。 

ユーザのプログラミング環境で正しくコードが実行されるように、必要な変更を行わなければならな
い場合があります。 

このアプリケーション例では、以下のコマンドを送信します。 

コマンド 説明 

*RST 
:FUNCtion 'TEMPerature',(@101:110) 
:SENSe:TEMPerature:TRANsducer 

TCouple, (@101:110) 
:SENSe:TEMPerature:TCouple:TYPE K, 

(@101:110) 
:SENSe:TEMPerature:TCouple:RJUNction:

RSELect INTernal, (@101:110) 
:SENSe:TEMPerature:ODETector ON, 

(@101:110) 
:ROUTe:SCAN:CREate (@101:110) 
:ROUTe:SCAN:COUNt:SCAN 1440 
:ROUTe:SCAN:INTerval 60.0 
:ROUTe:SCAN:EXPORT 

"/usb1/scan24hr.csv", SCAN, ALL 
:ROUTe:SCAN:RESTart ON 
:INIT 
:DISPlay:SCReen SWIPE_SCAN 

 DAQ6510型をリセットする 
 スロット 1 のチャンネル設定をセット
アップする 

 スキャンをセットアップする 
 スキャン・カウントを 1,440（24 時間

×60分）に設定する 
 スキャン間隔を 60秒に設定する 
 スキャンが完了するたびにデータが

USBに書き込まれるようにする 
 電源障害から回復した後にスキャンが再
起動されるように設定する 

 スキャン開始をトリガする 
 SCAN（スキャン）スワイプ画面を表示
する 

TSPコマンドの使用 
以下の TSPコードは、Keithley Instruments Test Script Builder（TSB）から実行するように設計され
ています。TSB はケースレーのサイト（jp.tek.com/keithley）からダウンロードしてお使いいただけ
るソフトウェア・ツールです。TSP 対応の機器用にコードを作成したり、スクリプトを開発したり
する場合に、TSB をインストールして使用できます。TSB 使用方法についての情報は、TSB のオン
ライン ヘルプおよび『Model DAQ6510 Reference Manual』の「Introduction to TSP operation」セ
クションに記載されています。 

他のプログラミング環境を使用するには、サンプルの TSP コードに変更を加えなければならない場
合があります。 

デフォルトでは、DAQ6510 型では SCPI コマンド・セットが使用されます。TSP コマンドを機器に
送信する前に、TSPコマンド・セットを選択する必要があります。 

http://jp.tek.com/keithley
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TSPコマンドを有効にするには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Settings（設定）を選択します。 

3. Command Set（コマンド・セット）を TSPに設定します。 

4. 再起動の確認画面が表示されたら、Yes（はい）を選択します。 

以下の TSP コマンドを使用して、一連の温度測定を実行します。コードが実行されると、Test 
Script Builderの Instrument Consoleにデータが表示されます。 

このアプリケーション例では、以下のコマンドを送信します。 

--機器をデフォルト設定にリセットする 
reset() 
-- スロット 1のチャンネル設定をセットアップする 
channel.setdmm("101:110", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_TEMPERATURE) 
channel.setdmm("101:110", dmm.ATTR_MEAS_TRANSDUCER, dmm.TRANS_THERMOCOUPLE) 
channel.setdmm("101:110", dmm.ATTR_MEAS_THERMOCOUPLE, dmm.THERMOCOUPLE_K) 
channel.setdmm("101:110", dmm.ATTR_MEAS_REF_JUNCTION, dmm.REFJUNCT_INTERNAL) 
channel.setdmm("101:110", dmm.ATTR_MEAS_OPEN_DETECTOR, dmm.ON) 
-- スキャンをセットアップする 
scan.create("101:110") 
-- スキャン・カウントを 1440（24時間×60分）に設定する 
scan.scancount = 1440 
-- スキャン間隔を 60秒に設定する 
scan.scaninterval = 6.000e+01 
-- スキャンが完了するたびにデータが USBに書き込まれるようにする 
scan.export("/usb1/scan24hr.csv", scan.WRITE_AFTER_SCAN, buffer.SAVE_RELATIVE_TIME) 
-- 電源障害から回復した後にスキャンが再起動されるように設定する 
scan.restart = scan.ON 
-- スキャンを開始する 
trigger.model.initiate() 
-- SCANスワイプおよびカルーセルがディスプレイに表示されるようにする 
display.changescreen(display.SCREEN_SCAN_SWIPE) 

 

テスト結果 
以下の図は、このアプリケーションの測定結果の例と最終的なテスト結果を示しています。 

SCAN（スキャン）スワイプ画面のプログレス・バーには、実行された測定でスキャンされたチャン
ネルが表示されます。ウォッチ・チャンネルで選択されたチャンネルの測定値のみが表示されます。
緑で表示された測定値は、レンジの範囲内であることを示しています。リミットを設定している場合
に、測定値がリミットの範囲外のときは、黄色で表示されています。赤で表示された測定値は、読み
値がオーバーフローであることを示しています。赤はまた、ねじ込み端子または DUT が確実に接続
されていないことも示します。 

測定が行われると、結果表示がスワイプ画面上をスクロールします。SCAN（スキャン）スワイプ画
面には、残りの時間（秒数）とスキャン数も表示されます。 
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スキャンを開始する前に、DAQ6510 型に構成されたそれぞれのチャンネルに対して、ステップ・スキ
ャンを実施しておくことで、テスト・コンフィグレーションのトラブルシューティングが円滑に行え
ます。それぞれのチャンネルの読み値が個別に表示されるため、DUTとの接続状態を確認できます。 

このアプリケーションでは、以下のことを行います。 

• 機器の構成： 

 ACV、ACI、DCIの測定にそれぞれ 1チャンネル 

 DCVの測定に 9チャンネル 

 温度測定に 4 チャンネル（Type K 熱電対、シミュレートされたリファレンス・ジャンクシ
ョンを使用） 

• DUT でモニタリングされている測定項目を識別しやすいように、チャンネルごとにラベルを指
定します。 

• スキャニングを行う前に、各チャンネルに対して個別にステップ・スキャンを実施します。 
• 選択されたチャンネルでスキャンを 10回行います。 
• 測定結果表を使用して、測定結果を表示（または印刷）します。 

前面パネルまたは SCPI/TSP コードのいずれかを使用して機器を操作できます。リモート通信のセッ
トアップについての詳細は、「リモート通信インタフェース」（3-1ページ）を参照してください。 

 

必要な機器 
• DAQ6510型（1台） 
• 7700型 20チャンネル差動マルチプレクサ・モジュール（1台） 
• 機器と通信を行うようにセットアップされたコンピュータ（1台） 
• テストされるデバイスまたはコンポーネント（1台） 

 

デバイスの接続 
このアプリケーション例では、7700型 20チャンネル差動マルチプレクサを装着した DAQ6510型を
使用して以下の信号をモニタします。 

• チャンネル 101：DUTに供給されている AC電圧 
• チャンネル 102～110：DUT上の複数ポイントにおける DC電圧 
• チャンネル 111～112：DUT内部にある 2つの電圧レギュレータの温度（Type K熱電対を使用） 
• チャンネル 113～114：DUTが電力を供給している 2台の負荷の温度（Type K熱電対を使用） 
• チャンネル 121：DUTによって引き込まれている AC電流 
• チャンネル 122：負荷によって引き込まれている DC電流 
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図42：7700型のチャンネルの接続 

 

感電を防ぐためにもテスト接続は、テスト・リードや導体に触れているあらゆる被測定デバイス
（DUT）に、ユーザが触れないように設定してください。機器の電源を入れる前に、DUT を機器
から切断するのが賢明です。テスト・リードとの接触を防ぎ、安全な設置には適切な遮蔽版、障
壁、接地が必要となります。 

保安接地（安全設置）と DAQ6510型の LO 端子との内部接続はありません。そのため、LO 端子
に危険なレベルの電圧（30VRMS 以上）が発生する危険性があります。これは、機器が操作される
どのモードでも発生する可能性があります。危険電圧が LO 端子で発生しないようにするには、
ご使用のアプリケーションで許可されている場合、LO 端子を保安接地に接続します。LO 端子は
前面パネルのシャーシ接地端子または後部パネルのシャーシ接地ネジに接続することができま
す。前面パネルの端子と後部パネルの端子が分離されていることに注意してください。そのた
め、前面パネルの端子を使用している場合には、前面パネルの LO 端子に接地します。後部パネ
ルの端子を使用している場合には、後部パネルの LO 端子に接地します。これらのガイドライン
に従わないと、怪我や死亡事故、あるいは機器の損傷につながる恐れがあります。 
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ミックスド・ファンクション・マルチチャンネル・スキャニ
ング 

以下のトピックでは、SCPI コマンドおよび TSP コマンドを使用して、前面パネルからマルチチャ
ネル・スキャニングをセットアップする方法について説明します。 

前面パネルの使用 

前面パネルからアプリケーションをセットアップするには、以下の手順に従います。 

1. 前面パネルの POWER（電源）スイッチを押して、電源をオンにします。 

2. TERMINALS（端子）スイッチを REAR（後部）に設定します。 

3. SCAN（スキャン）スワイプ画面にスワイプします。 

4. Build Scan（スキャンのビルド）を選択します。 

5. ＋ボタンを選択します。 

6. チャンネル 101を選択し、OKを選択します。 

7. Measure Function（測定機能）画面で AC Voltage（AC電圧）を選択します。 

8. Settings（設定）タブで、Detector Bandwidth（ディテクタの周波数帯域）を 30Hzを設定します。 

9. （Settingタブの下の）ラベルまでスクロールし、ラベルを ACMainsに設定します。 

10. ＋ボタンを選択します。 

11. チャンネル（102～110）を選択し、OKを選択します。 

12. DC Voltage（DC電圧）を選択します。 

13. ＋ボタンを選択します。 

14. チャンネル（111～114）を選択し、OKを選択します。 

15. Temperature（温度）を選択します。 

16. Settings（設定）タブで、Temperature （温度）をシミュレートされたジャンクション温度を
23℃に設定します。 

17. リファレンス・ジャンクションを Simulated（シミュレート）に設定する 

18. 画面の左上隅のMenu（メニュー）を選択し、Expand Groups（グループの展開）を選択します。 

19. チャンネル 111を選択し、Reg12VTempというラベルを指定します。OKを選択します。 

20. チャンネル 112を選択し、Reg5VTempというラベルを指定します。OKを選択します。 

21. チャンネル 113を選択し、LoadTemp1というラベルを指定します。OKを選択します。 

22. チャンネル 114を選択し、LoadTemp2というラベルを指定します。OKを選択します。 

23. Menu を選択し、Collapse Groups（グループを折りたたむ）を選択します。AC 電圧、DC 電
圧、および温度がそれぞれ別のチャンネルにカテゴライズされます。 

24. ＋ボタンを選択します。 
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25. チャンネル 121を選択し、OK選択します。 

26. AC Current（AC電流）を選択します。 

27. ＋ボタンを選択します。 

28. チャンネル 122を選択し、OK選択します。 

29. DC Current（DC電流）を選択します。 

30. Scan（スキャン）タブの Scan Count（スキャン・カウント）を 10に設定します。 

31. HOMEキーを押します。 

32. 各チャンネルを検証するには、Step Scan（ステップ・スキャン）を選択します。最初のチャン
ネルのスキャン画面が閉じられ、結果が表示されます。Watch Channel（ウォッチ・チャンネ
ル）の横にある矢印を使用して、チャンネルを選択し、それぞれのチャンネルで Step Scan（ス
テップ・スキャン）を選択し、すべてのチャンネルに対して検証を行います。 

33. Abort Scan（スキャンの中止）を選択します。 

34. 画面右側の TRIGGERキーを押して、スキャンを開始します。 

SCPIコマンドの使用 
以下の SCPI コマンドのシーケンスは、異なるチャンネルで DC 電圧、温度、AC 電圧、DC 電流、
および AC 電流を測定するように機器を構成した後、一部のチャンネルに対してラベルを指定しま
す。 さらに、それぞれのチャンネルで 10回スキャンを実行した後に、読み値が返されます。 

ユーザのプログラミング環境で正しくコードが実行されるように、必要な変更を行わなければならな
い場合があります。以下の表では、SCPIコマンドの部分が網掛け表示されています。 
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このアプリケーション例では、以下のコマンドを送信します。 

コマンド 説明 

*RST 
SENS:FUNC 'VOLT:AC',(@101) 
SENS:VOLT:AC:DET:BAND 30, (@101) 
SENS:FUNC 'VOLT:DC', (@102:110) 
SENS:FUNCtion 'TEMPerature', 

(@111:114) 
SENS:TEMP:TRAN TC, (@111:114) 
SENS:TEMP:TC:TYPE K, (@111:114) 
SENS:TEMP:TC:RJUN:RSEL SIM, 

(@111:114) 
SENS:TEMP:TC:RJUN:SIM 23, 

(@111:114)  
SENS:FUNC 'CURR:AC', (@121) 
SENS:FUNC 'CURR:DC', (@122) 
ROUT:CHAN:LAB "ACMains", (@101) 
ROUT:CHAN:LAB "Reg12VTemp", (@111) 
ROUT:CHAN:LAB "Reg5VTemp", (@112) 
ROUT:CHAN:LAB "LoadTemp1", (@113) 
ROUT:CHAN:LAB "LoadTemp2", (@114) 
ROUTe:SCAN:COUNt:SCAN 10 
ROUTe:SCAN:CREate 

(@101:114,121,122) 
INIT 
*WAI 
TRAC:DATA?1, 160, "defbuffer1", 

READ, CHAN 

 機器をリセットする 
 チャンネル 101に ACV測定を設定する  
 チャンネル 101 のローエンド帯域を

30Hzに設定する 
 チャンネル 102 から 110 に DCV 測定を

設定する 
 チャンネル 111～114 に温度測定（Type 

K 熱電対と 23℃に設定されたシミュレー
ト・リファレンス・ジャンクションを使
用）を設定する 

 チャンネル 121に ACI測定を設定する 
 チャンネル 122に DCI測定を設定する 
 チャンネル 101にラベルを適用する 
 チャンネル 111にラベルを適用する 
 チャンネル 112にラベルを適用する 
 チャンネル 113にラベルを適用する 
 チャンネル 114にラベルを適用する 
 スキャン数を設定する 
 スキャンの対象とするチャンネルのリス
トを作成する 

 スキャンを開始する 
 スキャンの完了を待機する 
 機器から読み値を問い合わせる 
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TSPコマンドの使用 
以下の TSPコードは、Keithley Instruments Test Script Builder（TSB）から実行するように設計されて
います。TSB はケースレーのサイト（jp.tek.com/keithley）からダウンロードしてお使いいただけるソ
フトウェア・ツールです。TSP 対応の機器用にコードを作成したり、スクリプトを開発したりする場
合に、TSB をインストールして使用できます。TSB 使用方法についての情報は、TSB のオンライン 
ヘルプおよび『Model DAQ6510 Reference Manual』の「Introduction to TSP operation」セクションに
記載されています。 

他のプログラミング環境を使用するには、サンプルの TSP コードに変更を加えなければならない場
合があります。 

デフォルトでは、DAQ6510 型では SCPI コマンド・セットが使用されます。TSP コマンドを機器に
送信する前に、TSPコマンド・セットを選択する必要があります。 

TSPコマンドを有効にするには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Settings（設定）を選択します。 

3. Command Set（コマンド・セット）を TSPに設定します。 

4. 再起動の確認画面が表示されたら、Yes（はい）を選択します。 

以下の TSP コマンドを使用して、一連の温度測定を実行します。コードが実行されると、Test 
Script Builderの Instrument Consoleにデータが表示されます。 

このアプリケーション例では、以下のコマンドを送信します。 

--機器をデフォルト設定にリセットする 
reset() 
-- チャンネル設定を確立して、スキャン・カードのコンフィグレーションを行う 
channel.setdmm("101", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_AC_VOLTAGE) 
channel.setdmm("101", dmm.ATTR_MEAS_DETECTBW, dmm.DETECTBW_30HZ) 
channel.setdmm("102:110", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_DC_VOLTAGE) 
channel.setdmm("111:114", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_TEMPERATURE) 
channel.setdmm("111:114", dmm.ATTR_MEAS_TRANSDUCER, dmm.TRANS_THERMOCOUPLE) 
channel.setdmm("111:114", dmm.ATTR_MEAS_THERMOCOUPLE, dmm.THERMOCOUPLE_K) 
channel.setdmm("111:114", dmm.ATTR_MEAS_REF_JUNCTION, dmm.REFJUNCT_SIMULATED) 
channel.setdmm("111:114", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_TEMPERATURE, 

dmm.ATTR_MEAS_SIM_REF_TEMP, 23) 
channel.setlabel("101", "ACMains") 
channel.setlabel("111", "Reg12VTemp") 
channel.setlabel("112", "Reg5VTemp") 
channel.setlabel("113", "LoadTemp1") 
channel.setlabel("114", "LoadTemp2") 
channel.setdmm("121", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_AC_CURRENT) 
channel.setdmm("122", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_DC_CURRENT) 
-- スキャンを生成する 
scan.create("101:114,121,122") 
scan.scancount = 10 

http://jp.tek.com/keithley
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-- バッファをクリアし、サイズを指定する 
defbuffer1.clear() 
defbuffer1.capacity = 10 * 16 
-- スキャンを開始し、待機する 
trigger.model.initiate() 
waitcomplete() 
-- データを抽出する 
printbuffer(1, defbuffer1.n, defbuffer1, defbuffer1.readings, defbuffer1.channels) 

テスト結果 

このアプリケーションの結果を表示するには、以下の手順を実行します。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. Views（表示）で Reading Table（測定結果表）を選択します。 

3. 測定値とラベル（Channel列）が表示された測定結果表が表示されます。 

図43：DAQ6510型の測定結果表（ミックスド・ファンクション・マルチチャンネル・スキャニング） 

 

スキャンされた測定データを USBフラッシュ・ドライブに保存するには、以下の手順に従います。 

1. MENUキーを押します。 

2. Measure（測定）列で Reading Buffers（読取りバッファ）を選択します。 

3. USB フラッシュ・ドライブを DAQ6510型に挿入します。 

4. Save to USB（USBに保存）を選択します。 

5. Filename（ファイル名）を MixedScanに設定します。 

6. OKを選択します。 
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はじめに 
DAQ6510 型では、3 種類のマルチプレクサ・モジュールを使用できます。このアプリケーション例
では、それぞれのマルチプレクサ・モジュールを使用して、テスト時間を短縮し、生産性を向上させ
る方法について説明します。どのマルチプレクサ・モジュールも、スイッチング、スキャニング、測
定に使用する基本的なコードは共通しています。マルチプレクサにはリレーが内蔵されており、スイ
ッチングによって被測定デバイス（DUT）の信号が計測器に送られます。そのため、リレーの性能
によってシステム全体の速度に制限が生じる場合があります。 

7700 型 20 チャンネル差動マルチプレクサ・モジュールでは、電気機械式リレーが使用されている
ため、接触抵抗（接点寿命に達するまで 1Ω未満）が低く、わずかな接触電位（500nV未満）しか生
じません。そのため、測定精度の面では他のモジュールより優れていますが、リレーのクローズ時間
が 3msと低速なため、スキャン時間は最も長くなります。 

7703 型マルチプレクサ・モジューでは、接触抵抗（接点寿命に達するまで 1Ω 以下）の低いリー
ド・リレーが使用されていますが、接触電位がやや高めであり（最高 6μV）、オフセット誤差が生
じやすいため、測定精度は若干低くなります。一方、このモジュールはリレーのクローズ時間が短い
ため（1ms未満）、7700型より高速に動作（約 3倍）するというメリットがあります。 

7710 型マルチプレクサ・モジュールでは、接触抵抗および接触電位が高い（それぞれ 5Ω 未満、
1μV 未満）ソリッドステート・リレーが使用されているため、測定精度の面では最も劣りますが、
リレーのクローズ時間が 0.5ms と最も高速なため、7710 型は全般的な動作速度の面では大きなメリ
ットがあります（7703型の 2倍、7700型の少なくとも 6倍）。 

リレーの種類、トポロジ、長所／短所などの詳細については、ケースレーの Web サイト
（jp.tek.com/keithley）でダウンロードできる『Switching Handbook』を参照してください。 

 

セクション 9 

高速スキャニングによるテストの効率化 

http://jp.tek.com/keithley
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必要な機器 
• DAQ6510型（1台） 
• 7700型 20チャンネル差動マルチプレクサ・モジュール（1台） 
• 7710型 20チャンネル差動マルチプレクサ・モジュール（1台） 
• DAQ6510型とリモート通信を行うようにセットアップされたコンピュータ（1台） 
• テストされるデバイスまたはコンポーネント（1台） 

 

デバイスの接続 
このアプリケーション例では、DAQ6510型で 7700型または 7710型 20チャンネル差動マルチプレ
クサを使用して、速度を最適化するために必要なセットアップを行い、以下の信号をモニタします。
サンプル・コードはどのモデルも同じです。 

制御用コンピュータでは、LAN、USB、GPIB のいずれかを使用できます。スキャニングおよびデー
タ転送の速度を工場出荷時設定の場合と比較します。GPIB インタフェースの場合は、オプションの
通信アクセサリを使用する必要があります。 

接続方法については、以下の図を参考にしてください。 

図44：DAQ6510型とデバイスの接続（高速スキャニング） 
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比較を行うため、プログラムの 2 回目の実行では、7710 型の代わりに 7700 型を使用します。チャ
ンネル 101～120に同じ信号が入力されるものとします。 

感電を防ぐためにもテスト接続は、テスト・リードや導体に触れているあらゆる被測定デバイス
（DUT）に、ユーザが触れないように設定してください。機器の電源を入れる前に、DUT を機器
から切断するのが賢明です。テスト・リードとの接触を防ぎ、安全な設置には適切な遮蔽版、障
壁、接地が必要となります。 

保安接地（安全設置）と DAQ6510型の LO 端子との内部接続はありません。そのため、LO 端子
に危険なレベルの電圧（30VRMS 以上）が発生する危険性があります。これは、機器が操作される
どのモードでも発生する可能性があります。危険電圧が LO 端子で発生しないようにするには、
ご使用のアプリケーションで許可されている場合、LO 端子を保安接地に接続します。LO 端子は
前面パネルのシャーシ接地端子または後部パネルのシャーシ接地ネジに接続することができま
す。前面パネルの端子と後部パネルの端子が分離されていることに注意してください。そのた
め、前面パネルの端子を使用している場合には、前面パネルの LO 端子に接地します。後部パネ
ルの端子を使用している場合には、後部パネルの LO 端子に接地します。これらのガイドライン
に従わないと、怪我や死亡事故、あるいは機器の損傷につながる恐れがあります。 

 

高速スキャニングによる製造テストの効率化 
このアプリケーション例では、スキャン速度が最高になるように DAQ6510 型を構成する方法を示し
ます。テスト時間が長くなる要因となる測定オプションについても検討します。7700型および 7710
型 20 チャンネル差動マルチプレクサ・モジュールを使用して、それぞれスキャンが完了するまでの
時間を比較します。その結果、速度を改善するためには、電気機械式リレーではなくソリッドステー
ト・リレーを使用したマルチプレクサ・モジュールの方が有利であることが明らかになります。  
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このアプリケーションでは、以下のことを行います。 

•  同一のコード（SCPIまたは TSP）を使用して、以下のコマンドを実行します。 

 すべてのチャンネルの DCV 測定範囲を固定することで、オートレンジによって生じる遅延
を排除します。 

 オートゼロ機能を無効にすることで、余分な補正処理が実行されないようにします。 

 表示桁数が少なくなるように設定し、前面パネルをオフにすることで、画面の更新／リフレ
ッシュによって生じる可能性のある遅延を排除します。 

 機器の処理パワーをデータ・アクイジションと伝送に集中させるために、チャンネルの統計
計算をオフにします。 

 ライン同期を無効にします。 

 20チャンネルのスキャンを 1,000回実行します（合計 20,000回の測定を実行）。 

 スキャンが完了するまで最も新しい測定結果を増分抽出し、ファイルに保存するか、または
コンピュータのディスプレイに表示します。 

• 経過時間を評価します。 
 

SCPIコマンドの使用 
以下の SCPI コマンドのシーケンスでは、20 チャンネルのスキャンを 1,000 回実行して、データを
制御用コンピュータに保存します。 

ユーザのプログラミング環境で正しくコードが実行されるように、必要な変更を行わなければならな
い場合があります。以下の表では、SCPI コマンドの部分が網掛け表示されています。薄緑色の網掛
けの部分は、使用するプログラミング環境によって変化する疑似コードを表します。 

このアプリケーション例では、以下の SCPIコマンドを送信します。 

 コマンド 説明 

疑似コード int scanCnt = 1000 
int sampleCnt 
int chanCnt 
int actualRdgs 
string rcvBuffer 
timer1.start() 

 スキャン・カウントを保持する変数
を作成する 

 全体のサンプル数（読み値の総数）
を保持する変数を作成する 

 チャンネル・カウントを保持する変
数を作成する 

 実際の読み取り数を保持する変数を
作成する 

 抽出された読み値を保持する文字列
バッファを作成する 

 経過時間を計測するためのタイマを
開始する 
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DAQ6510型 *RST 
FORM:DATA ASCII 
ROUT:SCAN:COUN:SCAN 1000 
FUNC 'VOLT:DC',(@101:120) 
VOLT:RANG 1, (@101:120) 
VOLT:AVER:STAT OFF, 

(@101:120) 
DISP:VOLT:DIG 4, (@101:120) 
VOLT:NPLC 0.0005, (@101:120) 
VOLT:LINE:SYNC OFF, 

(@101:120) 
VOLT:AZER:STAT OFF, 

(@101:120) 
CALC2:VOLT:LIM1:STAT OFF, 

(@101:120) 
CALC2:VOLT:LIM2:STAT OFF, 

(@101:120) 
ROUT:SCAN:INT 0 
TRAC:CLE 
DISP:LIGH:STAT OFF 
ROUT:SCAN:CRE (@101:120) 
chanCnt = 

ROUTe:SCAN:COUNt:STEP? 

 機器を初期設定に戻す 
 データを ASCII 文字列形式に変換
する 

 スキャン・カウントを適用する 
 機能を DCVに設定する 
 固定レンジを 1Vに設定する 
 バックグランドの統計処理を無効に
する 

 前面パネルには 4 桁の数字のみを
表示する 

 最も高速な NPLCを設定する 
 ライン同期をオフにする 
 オートゼロをオフにする 
 リミット・テストをオフにする 
 スキャン間隔を 0秒に設定する 
 読み取りバッファをクリアする 
 ディスプレイをオフにする 
 スキャン・リストを設定する  
 チャンネル・カウントを問い合わせる 

疑似コード sampleCnt = scanCnt * chanCnt  読み値の実際の数を計算する 
DAQ6510型 INIT  スキャンを開始する 
疑似コード 
 

for i = 1, i < sampleCnt 
delay 500 

 ループ（1～sampleCnt）をセット
アップする（i のインクリメントは
まだ行わない） 

 読み値が蓄積されるように 500 ミ
リ秒間遅延させる 

DAQ6510型 
 

actualRdgs = TRACe:ACTual? 
rcvBuffer = "TRACe:DATA? i, 

actualRdgs, "defbuffer1", 
READ 

 実際に取り込まれた読み値を問い合
わせる  

 iから actualRdgsの値までの読み値
を問い合わせる 

疑似コード 
 

WriteReadings("C:¥myData.csv"
, rcvBuffer) 

i = actualRdgs + 1 
end for 
timer1.stop() 
timer1.stop – timer1.start 

 抽出された読み値をローカルコンピ
ュータ上のファイル
（myData.csv）に書き込む 

 i をインクリメントして次のループ
を実行する 

 forループの終わり 
 タイマを停止する 
 経過時間を計算する 

DAQ6510型 DISP:LIGH:STAT ON100  ディスプレイをオンにする 
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TSPコマンドの使用 
以下の TSPコードは、Keithley Instruments Test Script Builder（TSB）から実行するように設計されて
います。TSB はケースレーのサイト（jp.tek.com/keithley）からダウンロードしてお使いいただけるソ
フトウェア・ツールです。TSP 対応の機器用にコードを作成したり、スクリプトを開発したりする場
合に、TSB をインストールして使用できます。TSB 使用方法についての情報は、TSB のオンライン 
ヘルプおよび『Model DAQ6510 Reference Manual』の「Introduction to TSP operation」セクションに
記載されています。 

他のプログラミング環境を使用するには、サンプルの TSP コードに変更を加えなければならない場
合があります。 

デフォルトでは、DAQ6510 型では SCPI コマンド・セットが使用されます。TSP コマンドを機器に
送信する前に、TSPコマンド・セットを選択する必要があります。 

TSPコマンドを有効にするには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Settings（設定）を選択します。 

3. Command Set（コマンド・セット）を TSPに設定します。 

4. 再起動の確認画面が表示されたら、Yes（はい）を選択します。 

以下の TSP コマンドを使用して、一連の電圧測定を実行します。コードが実行されると、Test 
Script Builderの Instrument Consoleにデータが表示されます。 

このアプリケーション例では、以下のコマンドを送信します。 

-- スキャン中に参照される変数をセットアップする 
scanCnt = 1000 
sampleCnt = 0 
chanCnt = 0 
actualRdgs = 0 
rcvBuffer = "" 
-- 実行後に比較を行うために実行開始時のタイムスタンプを取得する 
local x = os.clock()  
-- 機器をリセットし、バッファをクリアする 
reset() 
defbuffer1.clear()  
-- 読み取りバッファのフォーマットを設定し、スキャン・カウントを確立する 
format.data = format.ASCII 
scan.scancount = scanCnt 
-- スロット 1のカードのスキャン・チャンネルを構成する 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_DC_VOLTAGE) 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_RANGE, 1) 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_RANGE_AUTO, dmm.OFF) 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_AUTO_ZERO, dmm.OFF) 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_DIGITS, dmm.DIGITS_4_5) 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_NPLC, 0.0005) 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_APERTURE, 8.33333e-06) 

http://jp.tek.com/keithley
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channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_LINE_SYNC, dmm.OFF) 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_LIMIT_ENABLE_1, dmm.OFF) 
channel.setdmm("101:120", dmm.ATTR_MEAS_LIMIT_ENABLE_2, dmm.OFF) 
-- ディスプレイの表示を暗くする 
display.lightstate = display.STATE_LCD_OFF 
-- スキャンを生成する 
scan.create("101:120") 
scan.scaninterval = 0.0 
chanCnt = scan.stepcount 
-- 全体のサンプル数を計算し、バッファのサイズとして使用する 
sampleCnt = scanCnt * chanCnt 
defbuffer1.capacity = sampleCnt 
-- スキャンを開始する 
trigger.model.initiate() 
-- 取込みをループ化し、読み値を表示する 
i = 1 
while i  <= sampleCnt do 
 delay(0.5) 
 myCnt = defbuffer1.n 
 -- 注：USBに書き込まれるように変更することも可能 
 printbuffer(i, myCnt, defbuffer1.readings) 
 i = myCnt + 1 
end 
-- ディスプレイの表示を元に戻す 
display.lightstate = display.STATE_LCD_50 
-- 経過時間を出力する 
print(string.format("Elapsed Time: %2f¥n", os.clock() - x)) 

 

テスト結果 
工場出荷時設定で実行した場合のテスト時間を以下に示します。リード・リレーの効果が明らかにな
るように、同じセットアップで 7703型を使用した場合のテスト時間も記載しています。 

差動マルチプレクサ・モジュールのセットアップ 結果 

7710型：20チャンネル、1,000回のスキャン、
20,000の測定回数 

テスト時間（概略値）：19.77秒（1,052rdgs/s） 

7703型：20チャンネル、1,000回のスキャン、
20,000の測定回数 

テスト時間（概略値）：43.12秒（465rdgs/s） 

7700型：20チャンネル、1,000回のスキャン、
20,000の測定回数 

テスト時間（概略値）：3分 38.93秒（91rdgs/s） 

7710 型マルチプレクサ・モジュールを使用すると、DAQ6510 型では高速な測定が可能になるた
め、テスト時間が短縮されることがわかります。 
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はじめに 
多くの製品では、一定の環境ストレスを適用した状態で性能テストを行う必要があります。そのため
には、温度管理された試験室にデバイスを配置する必要があります。その状態で、求められた温度条
件に従って設定点を定義し、DUT を測定します。温度は急激に変化するわけではないので、次のス
キャンを開始するまでに一定の待機時間が必要になります。DAQ6510 型は、環境温度をモニタし、
目標温度に達した時点で自動的にスキャンが開始されるように構成できます。 

このアプリケーション例では、DAQ6510 型を使用して、被測定デバイス（DUT）の周囲温度に基づ
いてスキャンを実行する方法を示します。このアプリケーションでは、温度が 30℃を超えた後に
DUT（抵抗）を測定する、という状況が想定されています。 

 

必要な機器 
• DAQ6510型（1台） 
• 7700型 20チャンネル差動マルチプレクサ・モジュール（1台） 
• 機器と通信を行うようにセットアップされたコンピュータ（1台） 
• Type K熱電対（1個） 
• 抵抗器（4個） 

 

デバイスの接続 
このアプリケーション例では、DAQ6510型と 7700型 20チャンネル差動マルチプレクサを使用しま
す。7700 型は、チャネル 101 に接続されている Type-K 熱電対と、チャネル 102〜105 に接続され
ている 4つの抵抗器を監視するように構成されています。 

セクション 10 

プレスキャン・モニタ 
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図45：DAQ6510型とプレスキャン・モニタ・デバイスの接続 

 

感電を防ぐためにもテスト接続は、テスト・リードや導体に触れているあらゆる被測定デバイス
（DUT）に、ユーザが触れないように設定してください。機器の電源を入れる前に、DUT を機器
から切断するのが賢明です。テスト・リードとの接触を防ぎ、安全な設置には適切な遮蔽版、障
壁、接地が必要となります。 

保安接地（安全設置）と DAQ6510型の LO 端子との内部接続はありません。そのため、LO 端子
に危険なレベルの電圧（30VRMS 以上）が発生する危険性があります。これは、機器が操作される
どのモードでも発生する可能性があります。危険電圧が LO 端子で発生しないようにするには、
ご使用のアプリケーションで許可されている場合、LO 端子を保安接地に接続します。LO 端子は
前面パネルのシャーシ接地端子または後部パネルのシャーシ接地ネジに接続することができま
す。前面パネルの端子と後部パネルの端子が分離されていることに注意してください。そのた
め、前面パネルの端子を使用している場合には、前面パネルの LO 端子に接地します。後部パネ
ルの端子を使用している場合には、後部パネルの LO 端子に接地します。これらのガイドライン
に従わないと、怪我や死亡事故、あるいは機器の損傷につながる恐れがあります。 
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モニタ測定機能を使用する 
DAQ6510型では、チャンネル 101で測定モニタ・トリガを使用します。 

このアプリケーションでは、以下のことを行います。 

• 熱電対を使用して、チャンネル 101で温度を測定するように機器を構成します。 
• 2 線抵抗測定機能を使用して、チャンネル 102～105 でスキャンを行うように構成します。指定
した温度に到達した後に、チャンネル 102～105をスキャンします。 

 

前面パネルの使用 

前面パネルからアプリケーションをセットアップするには、以下の手順に従います。 

1. 前面パネルの POWER（電源）スイッチを押して、電源をオンにします。 

2. REAR端子を選択します。 

3. MENU（メニュー）キーを押します。 

4. Channel（チャンネル）で Scan（スキャン）を選択します。 

5. ＋ボタンを選択します。チャンネル（101～105）を選択し、OKを選択します。 

6. Measure Function（測定機能）画面で 2W Resistance（2線抵抗）を選択します。 

7. 画面の左上隅で、メニューを選択し、Expand Group（グループの展開）を選択します。 

8. 2 Wire Res（2線抵抗）ボタンを選択して、チャンネル 101を選択します。 

9. Setting（設定）タブで、Function（機能）を Temperature（温度）に設定します。 

10. リファレンス・ジャンクションを Internal（内蔵）に設定する 

11. Scan（スキャン）タブで、Scan Count（スキャン・カウント）を 10に設定します。 

12. Trigger（トリガ）タブで、Scan Start（スキャンの開始）を Monitor Measurement（測定モニ
タ）に設定します。 

13. Start Condition（開始条件）は、Above High Limit（上限超過）を選択します。 

14. チャンネルを 101に設定します。 

15. Higher Limit（上限）を 30℃に設定し、OKを選択します。 

16. 左ペインの下にある Start（開始）ボタンを選択して、スキャンを開始します。 

17. View Scan Status（スキャン・ステータスの表示）を選択して、ホーム画面に戻ります。 

これでチャンネル 101 で実際に測定されている温度を観察できます。目標温度に到達したら、機器
はスキャンを開始します。 
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SCPIコマンドの使用 
以下の SCPIコマンドのシーケンスでは、周囲温度が目標温度に達したら、スキャンを実行します。 

ユーザのプログラミング環境で正しくコードが実行されるように、必要な変更を行わなければならな
い場合があります。以下の表では、SCPIコマンドの部分が網掛け表示されています。 

このアプリケーション例では、以下の SCPIコマンドを送信します。 

コマンド 説明 

*RST 
FUNC "TEMP", (@101) 
TEMP:TRAN TC, (@101) 
TEMP:TC:TYPE K, (@101) 
TEMP:UNIT CELS, (@101) 
TEMP:TC:RJUN:RSEL INT, (@101)  
ROUT:SCAN:MON:CHAN (@101) 
ROUT:SCAN:MON:LIM:UPP 30 
ROUT:SCAN:MON:MODE UPP 
FUNC "RES", (@102:105) 
RES:RANG:AUTO ON, (@102:105) 
ROUT:SCAN:CREATE (@101:105) 
ROUT:SCAN:COUN:SCAN 10 
INIT 

 機器を初期設定に戻す 
 チャンネル 101で温度をモニタする 
 トランスデューサの種類を熱電対に設定する 
 熱電対の種類を"Type K"に設定する 
 単位を摂氏に設定する  
 リファレンス・ジャンクションを内部リファレンスに設
定する 

 チャンネル 101をモニタする 
 上限を 30℃に設定する 
 モニタ・モードを上限のモニタに設定する 
 機能をチャンネル 102～105の抵抗測定に設定する 
 オートレンジをオンに設定する 
 チャンネル 101～105を対象とするスキャンを作成する 
 スキャン・カウントを 10に設定する 
 チャンネル 101 の条件のモニタリングを開始する（温度
のしきい値を超えた時点でスキャンが有効になる） 
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TSPコマンドの使用 
以下の TSPコードは、Keithley Instruments Test Script Builder（TSB）から実行するように設計されて
います。TSB はケースレーのサイト（jp.tek.com/keithley）からダウンロードしてお使いいただけるソ
フトウェア・ツールです。TSP 対応の機器用にコードを作成したり、スクリプトを開発したりする場
合に、TSB をインストールして使用できます。TSB 使用方法についての情報は、TSB のオンライン 
ヘルプおよび『Model DAQ6510 Reference Manual』の「Introduction to TSP operation」セクションに
記載されています。 

他のプログラミング環境を使用するには、サンプルの TSP コードに変更を加えなければならない場
合があります。 

デフォルトでは、DAQ6510 型では SCPI コマンド・セットが使用されます。TSP コマンドを機器に
送信する前に、TSPコマンド・セットを選択する必要があります。 

TSPコマンドを有効にするには、以下の手順に従います。 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Settings（設定）を選択します。 

3. Command Set（コマンド・セット）を TSPに設定します。 

4. 再起動の確認画面が表示されたら、Yes（はい）を選択します。 

以下の TSP コマンドのシーケンスは、最初のチャンネルの測定温度をモニタし、テスト環境が指定
した温度に到達した時点でスキャンニングを開始します。コードが実行されると、Test Script 
Builderの Instrument Consoleにデータが表示されます。 

このアプリケーション例では、以下のコマンドを送信します。 

-- チャンネル 101で温度をモニタする 
reset() 
channel.setdmm("101", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_TEMPERATURE, 

dmm.ATTR_MEAS_TRANSDUCER, dmm.TRANS_THERMOCOUPLE, dmm.ATTR_MEAS_THERMOCOUPLE, 
dmm.THERMOCOUPLE_K, dmm.ATTR_MEAS_REF_JUNCTION, dmm.REFJUNCT_INTERNAL) 
channel.setdmm("101", dmm.ATTR_MEAS_UNIT, dmm.UNIT_CELSIUS) 

-- 上限を監視するようにモニターを設定し、上限が 30℃を超えると 
-- スキャンをトリガする 
scan.monitor.channel = "101" 
scan.monitor.limit.high.value = 30 
scan.monitor.mode = scan.MODE_HIGH 
-- チャンネル 102～105で 2線抵抗スキャンを行う 
channel.setdmm("102:105", dmm.ATTR_MEAS_FUNCTION, dmm.FUNC_RESISTANCE, 

dmm.ATTR_MEAS_RANGE_AUTO, dmm.ON) 
-- スキャンを作成する 
scan.create("101:105") 
scan.scancount = 10 
-- チャネル 101の状態の監視を開始する。ここでは、 
-- 温度しきい値を超えるとスキャンが有効になる 
trigger.model.initiate() 

http://jp.tek.com/keithley
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このセクションの内容 
このセクションでは、DAQ6510型に関連してよく尋ねられる質問の答えを示します。 

更新されたドライバはどこにありますか。 
最新版のドライバと追加サポート情報は、ケースレーのサポート・ウェブサイトをご覧ください。 

機器で利用可能なドライバを確認するには、以下の手順に従います。 

1. 当社Webサイト（jp.tek.com/support）を開きます。 

2. 使用している機器の型名番号を入力します。 

3. フィルタ・リストから Software（ソフトウェア）を選択します。 

4. フィルタ・リストから Driver（ドライバ）を選択します。 

ネイティブの LabVIEWTMまたは IVI ドライバを使用する場合は、SCPI コマンド・セットを使用する
ように DAQ6510 型を構成する必要があります。コマンド・セットの変更については、「コマンド・
セットはどうやって変更すればいいですか。」（3-22ページ）を参照してください。 

セクション 11 

トラブルシューティング／FAQ 

http://jp.tek.com/support
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初めての使用に最適なソフトウェアはありますか。 
はい。DAQ6510 の初めての使用のために、KickStart ソフトウェア t とテスト・スクリプト・ビルダ
が用意されています。 

KickStart は機器をセットアップして、プログラム言語を使用せずにテストを実行することができる
ソフトウェア・プログラムです。 

テスト・スクリプト・ビルダ（TSB）は、テスト・スクリプト・プロセッサ（TSP®）・スクリプ
ト・エンジンを使用している場合に、テスト・スクリプトの作成を簡略化するソフトウェア・ツール
です。 

どちらのソフトウェアもjp.tek.com/keithleyからダウンロードすることができます。 

DAQ6510 が USB フラッシュ・ドライブを読み込めないので
すが。 

フラッシュ・ドライブが FAT32 ファイル・システムでフォーマットされていることを確認してくだ
さい。DAQ6510型では、Master Boot Record（MBR）を使用した FATおよび FAT32のみがサポー
トされています。 

Microsoft® Windows®で、USB フラッシュ・ドライブのプロパティをチェックすることで、ファイ
ル・システムを確認することができます。 

大容量 USBドライブを使用した場合、データの読み取りや機器への読み込みに時間がかかる場合が
あります。 

 

設定が変わったのはなぜですか。 
DAQ6510 型のコマンドの多くは、設定されたときにアクティブであった測定機能とともに保存され
ます。たとえば、測定機能が電流に設定されており、桁表示にある値を設定したとします。測定機能
を電圧に変更すると、表示される桁は電圧測定機能に最後に設定された値に変更されます。電流測定
機能に戻ると、桁表示は以前設定した値に戻ります。 

 

http://jp.tek.com/keithley
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ファームウェアはどうやってアップグレードすればいいで
すか。 

アップグレードのプロセスが完了するまで、電源を切ったり、USB フラッシュ・ドライブを抜い
たりしないでください。 

ファームウェア・ファイルが USBフラッシュ・ドライブのルート・サブディレクトリに存在し、そ
の場所にある唯一のファームウェア・ファイルである必要があります。ファームウェアのアップグ
レードやダウングレードは、前面パネルまたは仮想前面パネルから行うことができます。イベン
ト・メッセージについての詳細は、『Model DAQ6510 Reference Manual』の「Using the 
DAQ6510 virtual front panel」を参照してください。 

前面パネルを使用して、 

1. ファームウェア・ファイル（.upgファイル）を USBフラッシュ・ドライブにコピーします。 

2. ファームウェア・ファイルがフラッシュ・ドライブのルート・サブディレクトリに存在し、その
場所にある唯一のファームウェア・ファイルであることを確認します。 

3. 機器に接続されている端子をすべて取り外します。 

4. 機器の電源をオフにします。数秒間時間をおきます。 

5. 機器の電源をオンにします。 

6. フラッシュ・ドライブを機器の前面パネルにある USBポートに挿入します。 

7. 機器の前面パネルでMENU（メニュー）キーを押します。 

8. System（システム）で Info/Manage（情報／管理）を選択します。 

9. アップグレードのオプションを選択します。 

 新しいバージョンのファームウェアにアップグレードする場合は、Upgrade to New（新し
いバージョンにアップグレード）を選択します。 

 以前のバージョンのファームウェアに戻す場合は、Downgrade to Older（古いバージョン
にダウングレード）を選択します。 

10. 機器をリモート制御している場合は、メッセージが表示されます。Yes（はい）をクリックして
継続します。 

11. アップグレードが完了したら、機器を再起動します。 

アップグレードが進行する間、メッセージが表示されます。 

アップグレード用のファイルはjp.tek.com/keithleyからダウンロードしていただけます。 
 

http://jp.tek.com/keithley
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コマンド・セットはどうやって変更すればいいですか。 
DAQ6510 型で使用するコマンド・セットを変更することができます。以下のリモート・コマンド・
セットが使用可能です。 

• SCPI：SCPI規格で作成された機器固有の言語 
• TSP：スタンドアロン機器から実行することができる機器固有の制御コマンドを含むスクリプ
ト・プログラミング言語です。TSPを使用して個々のコマンドを送信したり、コマンドをスクリ
プトに組み合わせることができます。 

• SCPI2700：ケースレーの 2700 型用に開発されたコードを実行することができる機器固有の言
語です。 

• SCPI2701：ケースレーの 2701 型用に開発されたコードを実行することができる機器固有の言
語です。 

コマンド・セットを変更した場合は、機器を再起動します。 

コマンド・セットを組み合わせて使用することはできません。 

ケースレーの DAQ6510型は、SCPIコマンド・セットにも対応しています。 

 

SCPI2700 または SCPI2701 コマンド・セットを選択した場合は、現在デフォルトの SCPI コマンド・
セットで利用可能な一部の拡張レンジやその他の機能にアクセスできなくなります。さらに、DAQ6510
型でのシリーズ 2700 コードの動作は、それ以前の機器での動作と異なります。相違点についての詳細
は、『DAQ6510 in a Model 2700 or 2701 Application』（ケースレー文書番号 0771465XX）を参照して
ください。 

前面パネルからコマンド・セットを設定するには… 

1. MENU（メニュー）キーを押します。 

2. System（システム）で Settings（設定）を選択します。 

3. 適切な Command Set（コマンド・セット）を選択します。 

コマンドセットの変更を確定して、再起動するように求められます。 

リモート・インタフェースから選択されたコマンド・セットを確認する場合： 

次のコマンドを送信します。 

*LANG? 
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リモート・インタフェースから SCPIコマンド・セットを変更する場合： 

次のコマンドを送信します。 

*LANG SCPI 

機器を再起動します。 

リモート・インタフェースから TSPコマンド・セットを変更する場合： 

次のコマンドを送信します。 

*LANG TSP 

機器を再起動します。 
 

表示画面を保存する方法はありますか。 
前面パネル・ディスプレイの画面キャプチャを USB フラッシュ・ドライブのグラフィック・ファイ
ルに保存できます。本機ではグラフィック・ファイルを PNGファイル形式で保存します。 

画面キャプチャを保存するには、次の手順を実行します。 

1. USBフラッシュ・ドライブを機器の前面パネルにある USBポートに挿入します。 

2. キャプチャしたい画面に移動します。 

3. HOMEとENTERキーを押します。Saving screen captureというメッセージが表示されます。 

4. キーを放します。 
 

Ethernetのポート番号は何ですか。 
ポート番号は 5025です。 
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機器の現在の状況はどうすれば保存できますか。 
機器の設定は、前面パネル・メニューを使用して、またはリモート・インタフェースからスクリプト
として保存することができます。保存後に、スクリプトの呼び出しや USB フラッシュ・ドライブへ
のコピーを行うことができます。 

前面パネルを使用して、 

1. 保存したい設定を DAQ6510型に構成します。 

2. MENU（メニュー）キーを押します。 

3. Script（スクリプト）で Save Setup（設定を保存）を選択します。 

4. Create（作成）を選択します。キーボードが表示されます。 

5. キーボードを使用してスクリプトの名前を入力します。 

6. 表示されたキーボードの OK ボタンを選択します。これでスクリプトは内部メモリに追加されま
した。 

SCPIコマンドの使用： 

保存したい設定に機器を構成します。セットアップを保存するには、以下のコマンドを送信します。 

*SAV <n> 

ここで、<n>は 0～4の整数値を表します。 

前面パネルのスクリプト・メニューで*SAV コマンドで保存されたセットアップの名前は Setup0x

になります（xは<n>に設定する値）。 

TSPコマンドの使用： 

保存したい設定に機器を構成します。セットアップを保存するには、以下のコマンドを送信します。 

createconfigscript("setupName") 

ここで、setupNameは作成されたセットアップ・スクリプトの名前を表します。 
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DAQ6510型に関する追加情報 
このマニュアルには、アプリケーションに新しい DAQ6510 型データ・アクイジション／マルチメー
タ・システムを初めて使用するために必要な必用最小限の情報が記載されています。さらに詳細な情
報が必要な場合は、『Model DAQ6510 Reference Manual』をご覧ください。 

また、機器に関するサポートと追加情報は、jp.tek.com/keithleyをご覧ください。ウェブサイトで
は、以下の情報にアクセスすることができます。 

• ナレッジ・センタには、以下のハンドブックも用意されています。 

 低レベル信号測定のハンドブック：高精度 DC電流、電圧、抵抗の測定 

 スイッチング・ハンドブック：自動テスト・システムにおける信号スイッチングのガイド 

• アプリケーション・メモ 
• 更新済みドライバ 
• 関連する製品に関する情報 

製品の選択、コンフィグレーション、使用方法に関しては、お近くのフィールド・アプリケーショ
ン・エンジニアがお手伝いいたします。お問い合わせ情報はウェブサイトをご覧ください。 

 

セクション 12 

次のステップ 

http://jp.tek.com/keithley


仕様は通知なしに変更されることがあります。 
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